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 第 1 部第 2 章では、9,10-ジアミノアントラセンのアミノ基上の置換基の違いにより電子状態がど
のように変化するかを調べている。電気化学的な酸化により、ジメチルアミノ体とメチルアニシル











 第 1 部第 4 章では、5,12-ジアミノテトラセンのアミノ基上の置換基の違いによる電子状態の変
化を検討している。ジメチルアミノ体やメチルアニシルアミノ体では構造変形を伴う 1




 第 1 部第 5 章では、6,13-ジアミノペンタセンのアミノ基上の置換基の違いが電子状態に与える
影響について調べている。目的の化合物を合成するために、ペンタセンキノンを出発原料
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として還元的アミノ化反応を用いた新たな合成法の開発に成功している。これらの化
合物は有機溶媒への溶解性がペンタセンよりも著しく向上し、溶液中における安定性
やドナー性も高いことを確認している。酸化還元挙動を調べると、1 段階の 2 電子同時
酸化が起こり、この酸化体はペンタセン骨格がバタフライ型に折れ曲がった構造を持
つことを明らかにしている。  
 第 2 部では、TPA の発光性分子への応用と光学特性の付与について説明している。
第 2 部第 1 章では、無発光性の TPA にモノカルボランを導入した分子を新たに合成し、
発光特性を付与することに成功するとともに、その機構を解析している。量子化学計
算から HOMOと LUMOの重なり密度が小さくなり内部転換と密接に関連する振電相互
作用が抑制されるために、TPA に発光性が付与されたことを明らかにしている。  











 第 3 部では、分子内電荷移動の機構を解明するためのモデル分子として TPA を複数
有する種々の化合物を合成し、その電子状態について説明している。第 3 部第 1 章で
は、異なる共役系スペーサーであるオルトフェニレンとオルトカルボランに TPA を導
入した分子を合成し、酸化種の電子状態を調べている。1 電子酸化種において、π 共役
ユニットであるオルトフェニレン体は Class II の混合原子価状態を示し、σ 共役ユニッ










ンが窒素原子間で非局在化しているものの、吸収スペクトル解析から Class II の混合原
子価状態であることを明らかにしている。  
 結論においては、本論文で得られた成果について要約している。  
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4. 無発光性の TPA にモノカルボランを導入した分子を開発し、発光性を付与すること













として価値あるものと認める。また、平成 30 年 1 月 24 日、論文内容とそれに関連した
事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを
確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、未公表箇所が全て論文掲載されるに至るまでの間、当該論文の全文に代えて
その内容を要約したものとすることを認める。  
要旨公開可能日：平成 30年 3月 26日以降 
 
